
ボートレース徳山で行われた「ＧⅠ徳山クラウン争奪戦
開設62周年記念競走」で優勝した谷村選手（左）とその優
勝カップを持つ中尾市長（2016年２月５日下関市役所）
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市民と市長を結ぶコラム

 http://www.city.shimonoseki.lg.jp/下関市長の部屋 検索

今「
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
下
関
」が
元
気
で
す

こ
ん
に
ち
は
。
市
長
の
中
尾
友

昭
で
す
。
昨
年
12
月
、
近
年

の
本
市
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事

業
へ
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
て

Ｂボ

ー

ト

レ

ー

ス

Ｏ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
振
興
会
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
先
日
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
徳
山
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
Ⅰ
レ
ー
ス
で

下
関
市
出
身
の
ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
・
谷

村
一
哉
選
手（
下
関
商
業
高
校
卒
）が
Ｇ

Ⅰ
初
優
勝
を
飾
り
、
そ
の
報
告
に
来
庁

さ
れ
ま
し
た
。
下
関
市
出
身
ボ
ー
ト
レ
ー

サ
ー
の
Ｇ
Ⅰ
優
勝
は
、
18
年
ぶ
り
の
快

挙
で
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
谷
村
選

手
か
ら
福
祉
の
た
め
に
と
寄
付
ま
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
は「
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
」に
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

公
営
競
技
の
一
つ
で
、「
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

下
関
」は
昭
和
29
年
10
月
の
初
開
催
か
ら

62
年
の
歴
史
を
持
ち
、
今
で
は
本
市
の

重
要
な
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
一
つ
と
し
て

位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　
収
益
金
は
、
こ
れ
ま
で
市
内
の
小
・

中
学
校
や
公
民
館
な
ど
多
く
の
施
設
の

建
設
に
役
立
て
ら
れ
、
最
近
で
は
、
学

校
の
給
食
用
備
品
の
購
入
や
空
調
設
備

の
設
置
な
ど
教
育
環
境
の
整
備
に
使
わ

れ
ま
し
た
。
実
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
支
援
や
ハ
ン
セ
ン
病
の
制
圧

活
動
、
海
外
で
の
農
業
支
援
な
ど
社
会

貢
献
活
動
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る

中
、
本
市
も
例
外
で
は
な
く
、
市
税
の

減
少
と
社
会
保
障
関
連
経
費
の
増
加
と

い
う
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
収
益
事
業
で
あ
る
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

事
業
を
本
市
の
有
力
な
財
源
確
保
の
手

段
と
す
る
た
め
、
経
営
改
革
を
行
い
ま

し
た
。
平
成
23
年
度
の
山
口
市
阿
知
須

へ
の「
ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
山
口
あ
じ
す
」、

平
成
24
年
度
に
は「
ふ
く
〜
る
下
関
」を

設
置
し
、
平
成
26
年
度
に
は「
オ
ラ
レ
下

関
」を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
と
と
も
に
機
構

改
革
も
行
い
独
立
し
た
公
営
企
業
と
し

て
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
平
成
27

年
度
に
は「
競
艇
」か
ら
、
組
織
、
事
業

と
施
設
の
名
称
す
べ
て
を「
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
」に
改
め
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り

ま
し
た
。

今
年
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
下
関
は
、

全
国
で
6
番
目（
中
国
地
方
初
）

の
ナ
イ
タ
ー
レ
ー
ス
場
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
通
年
ナ
イ
タ
ー
レ
ー

ス
を
開
催
し
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
に
縁
が

無
か
っ
た
方
に
も
楽
し
め
る
レ
ジ
ャ
ー

施
設
に
す
る
と
と
も
に
、
全
国
規
模
の

広
域
発
売
を
展
開
さ
せ
、
本
市
財
政
に

大
き
く
寄
与
す
る
施
設
に
な
る
よ
う
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
下
関
に

ぜ
ひ
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

　
肥
中
台
場
跡
は
、
幕
末
の
長
州
藩

の
沿
岸
防
備
体
制
を
今
に
伝
え
る
遺

跡
と
し
て
、
昭
和
60（
１
９
８
５
）年

に
豊
北
町
指
定
史
跡
と
な
り
、
現
在

は
市
指
定
史
跡
で
す
。
前
回
の
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
涌わ

い

田た

青あ
お

井い

の

台
場（
砲
台
）な
ど
と
同
様
に
、
日
本

近
海
に
出
没
し
た
外
国
船
へ
の
危
機

感
か
ら
、
長
州
藩
が
設
置
し
ま
し
た
。

　
台
場
は
、
肥
中
湾
を
取
り
巻
く
古

城
山
の
岬
先
端
に
位
置
し
、
背
後
に

砲
台
を
据
え
る
た
め
の
石
垣
が
、
幅

約
500
㍍
の
湾
口
を
虎
視
し
ま
す
。

　
肥
中
の
地
は
、文
明
３（
１
４
７
１
）

年
に
、
申シ

ン

叔ス
ク

舟チ
ュ

が
著
し
た『
海ヘ

ド
ン
チ
エ
グ
ツ

東
諸
国

紀キ

』に「
賓ひ

重じ
ゅ
う

関せ
き

」と
し
て
登
場
し
ま
す
。

大
内
氏
の
朝
鮮
交
易
の
一
翼
を
担
い
、

海
上
関
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
内
氏
が
山
口
と
結
ぶ
肥
中
街
道

を
整
備
し
た
の
も
、
こ
の
地
を
重
要

視
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

以
降
、
肥
中
は
北
浦
の
海
上
交
通
・

交
易
の
要
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
と

な
り
、
幕
末
期
の
台
場
設
置
も
こ
の

地
の
歴
史
的
・
地
理
的
背
景
を
投
影

し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
嘉
永
２（
１
８
４
９
）年
、
萩
藩
主

毛
利
敬
親
の
命
で
、
吉
田
松
陰
ら
は

北
浦
沿
岸
の
防
備
体
制
の
巡
視
を
行

い
ま
す
。
彼
が
残
し
た『
廻か

い

浦ほ

紀き

略り
ゃ
く

』

に
は
、肥
中
の
古
城
山（
肥
中
台
場
跡
）

と
矢
倉
山
の
台
場
を
視
察
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
お
り
、
本
市
に
お
け
る

松
陰
ゆ
か
り
の
地
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

6平成28年４月号

五
　
校


